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研究室紹介

　当教室の目標は大学の理念でもある“ 良き臨床医師
の 育 成 ”で あ り， そ の た め， 我 々 は 当 教 室 の 伝 統
を 引 き 継 ぎ， 臨 床， 教 育， 研 究 活 動 を バ ラ ン ス
よくおこなってきました．昨今の医療情勢や本学の
特徴から，臨床と教育に多くの時間が費やされる
ようになり，研究活動を維持するには一層の努力が
必要になってきています．しかしこのような厳しい
状況下にあっても研究を続けて行くことで，医局員に
は研究マインド（科学者の目）を身につけて欲しいと
考えています．研究マインドは単に研究だけのために
あるのではありません．日常臨床で患者の訴えや症状
に耳を傾け，病態を考え，それらの解決法を探る中
で研究マインドが活き，新しい学術的発見に繋がる
ものと考えます．ただ漠然と患者を診ているだけでは
臨床医としてもある一定レベル以上には達しません．
　現 在， 研 究 面 で は 基 礎 と 臨 床 の 両 方 を

おこなっていますが，いずれもその成果が患者に
還元できるような研究課題を掲げて，日々研究活動
を お こ な っ て い ま す．今 年 4 月 か ら は， 医 局 員 の
活動意欲を上げるべく，定期的にリサーチカンファ
を実施しています．若手医局員に新規研究課題に
ついて報告させ，スタッフ全員から助言をもらうよう
にしました．ここしばらくは医局員の留学機会が
ありませんでしたが，今後は以前のように，海外留学
を経験してもらい，各研究分野の最前線にいる世界の
研究者と親交を持ち，帰局後もこの経験を活かして
世界的に通用する研究者になってくれることを期待
しています．
　以下に，当研究室の主要な研究テーマについて簡単
に紹介します．
1．各種神経疾患における自律神経機能の検討
 非 観 血 的 心 拍・血 圧 連 続 測 定 装 置，
心拍変動のスペクトル解析，血漿カテコール測定，
定量的軸索反射性発汗検査を用いて総合的に自律

神経機能を検討しています．過去には ,ギランバレー
症候群，筋委縮性側索硬化症，パーキンソン病（PD）
などにおける自律神経障害の内容を詳細に検討し
報告してきました．また各種血漿カテコール値や
血圧・心拍変動のスペクトル解析の意義についても
明らかにしてきました．これらの研究成果により，
近藤（旧姓内藤），滝口（旧姓住田），吉丸，中里，山元
が日本自律神経学会賞を受賞しています．現在，各種
変性疾患における体温や発汗機能についての検討を
行っています．（山元）
2．錐体外路系疾患における臨床的検討
　錐 体 外 路 系 疾 患 の 様 々 な 臨 床 的 特 徴 に
ついて注目し症例報告を中心に発表してきました．
明海大学口腔外科との共同研究によるPDの咀嚼運動
の解析，順天堂大学神経内科などとの多施設共同
研究によるPDと疲労などの研究を実施しています．
今後は，PDの四肢随意運動に及ぼすdouble tuskの
影響，PD 脳萎縮の経時的変化などを報告していく
予定です．（山元）
3．頭痛研究
　片 頭 痛 を 代 表 と す る 慢 性 頭 痛 は 神 経 内 科 の
中 の メ ジ ャ ー な 疾 患 で す．片 頭 痛 は 医 学 生 に も
多く，1学年で数名の学生が外来を受診しております．
昨年，日本神経学会と日本頭痛学会の監修で「慢性
頭痛の診療ガイドライン2013」（医学書院）が出版され
ました．この委員長として荒木が，委員として島津，
伊藤，加藤が参加しております．また，頭痛の中
でも難治性である「薬物乱用頭痛」の治療に漢方薬
の「抑肝散」が有効であることを光藤が見出し，論文
も学会賞を受賞しました．このエビデンスを確立
すべく，厚労科研補助金により今年度から全国 5 施設
で研究会班が立ち上がります．（荒木）
4．発汗障害に関する研究
　発 汗 障 害， と く に 特 発 性 後 天 性 全 身 性 無 汗 症
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（AIGA）に 関 す る 臨 床 研 究 を 行 っ て い ま す．
全身性無汗症では高温の環境下において体温調節
ができず熱中症を容易に発症します．夏には外出
できないなど，QOLが著しく損なわれる疾患です．
これまで，厚労省研究班の一員として研究を行って
きました．とくにAIGAには若年男性に多く，手掌・
足底の発汗は保たれ，全身の疼痛やコリン性蕁麻疹
を伴う一群（IPSF）が存在することを報告しました．
IPSFは早期にステロイド治療を行うと完全寛解する
ことができる疾患ですが，未だ内科医，皮膚科医にも
本症の存在が認知されておらず，正しい診断と治療が
受けられていない患者様がたくさんいます．近年は，
浜松医大との共同研究で IPSFでは汗腺のムスカリン
受容体の発現が低下していることを報告し，病態解明
を進めています．（中里） 
5．アルツハイマー病（AD）に関する研究
　脳循環代謝を基礎として虚血性脳血管障害ならび
に認知症の画像と基礎の研究を行っています．負荷
定 量 脳 血 流 SPECTを 用 い た 脳 梗 塞 再 発 や 血 管 性
認 知 症 進 行 に お け る 脳 循 環 予 備 能 低 下 の 影 響 の
検 討 や， ア ミ ロ イ ドPETと 糖 代 謝 PETを 用 いAD
治 療 薬 の 検 討 を 行 っ て い ま す．参 加 し て い る
共同研究の一つにAlzheimer’s Disease Neuroimaging 
Initiative （ADNI）があります．ADNIはADの根本的治
療薬の開発に必須である超早期段階での画像を含む
バイオマーカーを確立するために日・米・欧・豪など
で行われている世界規模の研究です．我々も国内
約 40 施設の一つとしてJ-ADNIにも参加しています．
ADの 危 険 遺 伝 子 に はApoE 以 外 に も い く つ か
が 知 ら れ て お り， 診 断 の み な ら ず 病 態 解 明 へ の
手がかりとして研究されています．我々はAD 危険
遺伝子の一つであるNedd9について，その生理的・
病理的機能の解析やAD 診断法への応用について研究
しています．（佐々木）
6．虚血性脳障害における脳保護療法に関する研究
　マウスにおける脳虚血・再灌流負荷時の脳内一酸化
窒素（NO）とヒドロキシラジカル代謝の検討をして
おります．今日，脳卒中の急性期治療は依然，抗
血栓療法と抗脳浮腫療法が主体です．血栓溶解療法

（t-PA）は2005 年に認可されましたが，出血などの
重篤な合併症の問題や，適応が発症 4.5 時間以内と
限られているのが現状です．また現在，有効性が確立
され使用されている脳保護薬はフリーラジカルスカ
ベンジャーであるエダラボンのみであり十分とはいえ
ません． 我々の研究の目的は，脳保護作用が期待され
る薬剤をマウスに投与した群とコントロール群とで脳

虚血・再灌流負荷時のNOとヒドロキシラジカル代謝
を比較検討し，その薬剤の脳保護作用のメカニズムを
解明することです．さらには新たな脳保護薬の開発へ
のtranslational researchとすることが目標です．（伊藤）
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